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大庭遊水地の植物相と植生＊

Flora　and　Plant　Communities　in　the　Ohba　Reservoir＊＊

奥田　重俊

ShigetOshi　OKuDA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Synopsis

　The　flora　and　plant　comraunities　at　the　newly　constructed　Ohba　Reservoir，　which

is　cOnnected　toもhe　Hikiji　River　in　Kanagawa　Prefecture，　were　studied，　and　152　species

ir136£alnilies　of　vascular　p圭ants　were　recorded．　A　few　years　afもer　the　beginning　of

consもruction，　more　than　10　new　communities　were　developing　on　the　bottom　ofもhe

pond。　Annual　plants　such　as　PoZ：ygoηωητ亡加πわθrg琵，　Pα厩。ωηzゴご。ん。オ。況認orμητ，　and

OlソPεrωs　g♂obosωs　and　perennia圭　herbs　and　grasses　such　as　Pεη診んorμηz　cん‘zLθπsθ，

So‘厚）μs　オr‘（1㏄ε孟θr　and　Pんrα9ητ琵〔～s　αμsオrα麗s　occur　in　early　sもages　of　succession，

esもablishing　marsh　communi乞ies．　Seedlings　of　Sαあコσsμとゾ『rα9ご麗s　occurもhroughout　in

all　communities．　It　seems　thaもthis　reservoir　w圭1圭become　a　marsh　biotope　with

diverse　biotic　communities．

1．はじめに

　大庭遊水地は二級河川である引地川水系の洪水の際

の過剰な流出水量を調節するために計画され，引地川

中流部の藤沢市大庭に造成された。事業者は神奈川県

土木部藤沢土木事務所である。本遊水地は1990年8月

に池底部の川に近い部分の工事を終了した。本調査を

開始した1992年夏には池底の一部はまだ造成中であっ

たが，その諭すべての整地を終了し，1993年7月28EI

に竣工している。

　本遊水地は引地川により形成された海抜4－5mの

沖積低地の一角にあり，引地川に接しでほぼ台形状に

造成されている（図1）。面積は11．5ha（湛水面積は

10．3ha）であり，洪水調節量は50㎡／secである。引

地川は総延長21km，流域面積は67平方キロで，計

画高水流量は計画地点で250㎡／secとなっている。

　堤内の底部は，越流堤からの溢水により造成中から

湛水状態となり，越流堤に近い部分から徐々に植生の

侵入が起こっていた。1993年！2月現在，ほぼ全域に

わたって植生に被われている。造成を開始以来，同地

は絶好の水鳥の生息地となり，地元藤沢市大庭中学校

の生徒や愛好家グループによって80種を越える野鳥

が記録されている（図2）。

　最：近我が国では，河川周辺部における多自然型川づ

くりやビオトープ形成が盛んになりつつあるが，本事

業のように人工的に比較的大規模な造成を行った場合，

どのような植物相や植生が形成されるかを知るまたと

ない機会であり，植物相や植生の発達の記録は意義の

あることと考える。

　本調査をまとめるにあたり，神奈川県土木部河港課，

同藤沢土木事務所には多大な便宜をはかって戴いた。

またパシフィックコンサルタンツ水工部からは種々資

料の提供を受けた。現地調査には千葉大学園芸学部学

生の今　日計，佐伯奈々江の両氏，及び本学大学院工

学研究科学生浅見和弘氏の協力を得た。ここに記して

深く感謝します。

　＊本報告は文部省～般研究，「水辺環境の緑化・修復に関

　　する植生生態工学的基礎研究」，課題番号044550圭4の～

　　部である。

＊＊Con七ribution　from　Department　o£Vegetation　Eco－

　　technQlogy，　Instiもute　of　Env三ronmenta｝Science　and

　　Technology，　Yokohama　Na七ional　Unlversity　no，8

　　（1993銀10月30日受領）

2．調査方法

　調査は造成中の遊水地の周囲堤を除く底部に生育す

る植生に限定し，植物相と植物群落の調査を行った。

遊水地の底部は越流堤付近の湛水中の池を除き全般に
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図1．調査地の位置

Figure　1．
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The圭ocation　of　the　sもt1（1y　site，

わたって平坦であり，一部に細い排水溝による凹凸が

あるが高低差は殆ど見られない。底質は軟らかいシル

トであるが，その硬度は場所によって異なっている。

　植生調査は造成中の1992年：8月15日，23日，29日

の3回行った。さらに，！993年！2月に～部植生調査

の追加を行ない，同時に植生図の作成を行った。植物

相調査はその間随時行った。

　群落調査は植物社会学的植生調査にもとづき，典型

的とおもわれる通分について植生調査（72か所）を行

い，テーブル操作によって群落単位を決定し，群落組

成を明らかにした。なお，固地の植生は未発達な植分

が多いため，群集レベルでの位置づけや植生体系によ

る分類は行っていない。

段）以降に収録されている。

　生育する植物は大部分河川水の供給により侵入した

ものと考えられる。その構成はほとんど草本植物であ

り，しかも湿地や河辺や沼の岸に生育する植物でしめ

られる。とくに河辺に多いヤナギ属は7種を記録した。

目録では湿地と河辺の区別を記している。

　また，帰化植物も多く，合計37種をかぞえ，帰化

率は約24％である。帰化植物にはキク科，イネ科，

アカバナ科などに所属する種が多い。そのうちアカバ

ナ科のヒレタゴボウは多数の黄色花をつけて繁茂し，

よく目立っている。この種は神奈川県ではそれほど広

くは分布していない。また，セイタカワダチソウの侵

入も比較的目立っている。

　貴重植物といわれるタコノアシ（ユキノシタ科）と

ミゾコウジュ（シソ科）はともに個体数が多い。
3．調査結果と考察

1）植物相の特徴

　講査の結果，シダ植物以上の高等植物36科152種の

生育が明らかになった。植物目録はこの項の末尾（右

　植物昌録（湿：湿原植物，河：河辺植物，帰：帰化植物）

シダ植物

トクサ科一スギナ，イヌドクサ（河）



双子葉植物

ヤナギ六一アカメヤナギ（河），イヌコりヤナギ（河），

　オノエヤナギ（河），コゴメヤナギ（河），シバヤナ

　ギ，タチヤナギ（河），バッコヤナギ

クワ科一カナムグラ

タデ科一アキノウナギッカミ（河），イヌタデ，オオ

　イヌタデ（河），ボントクタデ（河），ミゾソバ（河），

　ヤナギタデ（河），ヤノネグサ（河），アレチギシギ

　シ（帰），ギシギシ（河），ナガバギシギシ（帰）

スベリヒユ五一スベリヒh

ナデシコ科一ウシハコベ（河），ノミノフスマ

アカザ科一ケアリタソウ（帰），シロザ

ヒユ科一ホソアオゲイトウ（帰）

キンポウゲ科一ケキツネノボタン，タガラシ（河）

オトギリソウ歩一オトギリソウ，コケオトギリ（河）

アブラナ六一オランダガラシ（帰），イヌガラシ，ス

　カシタゴボウ（河）

ユキノシタ科一入コノアシ（河）

バラ科一ヘビイチゴ，オヘビイチゴ（河），ノイバラ

マメ科一ゲンゲ（帰），ッルマメ，メドハギ（河），シ

　ロツメクサ（帰），タチオランダゲンゲ（帰）

カタバミ科一カタバミ

トウダイグサ科一エノキグサ

スミレ混一ツボスミレ

ウリ科一ゴキヅル（湿）

ミゾハコベ科一ミゾハコベ（河）

ミソハギ科一ホソバヒメミソハギ（帰），キカシグサ

アカバナ五一ヒレタゴボウ（帰），アカバナ，ウスゲ

　チョウジタデ（河），ユウゲショウ（帰）

セリ素心ノチドメ，セリ（河）

ガガイモ科一ガガイモ

クマツヅラ科一アレチハナガサ（帰）

シソ科一ヒメサルダピコ（河），ハッカ（帰），ヒメジ

　ソ（河），イヌコウジュ，ミゾコウジュ（河）

ゴマノバグサ科一アメリカアゼナ（帰），アゼナ．（河），

　トキワハゼ，ムラサキサギゴケ，カワヂシャ（河）

オオバコ科一オオバコ，ヘラオオバコ（帰）

キク科一オオブタクサ（帰），ブタクサ（帰），ヨモギ，

　ヒロバホウキギク（掃），ホウキギク（帰），アメリ

　カセンダングサ（帰），コセンダングサ（帰），タウ

　コギ（河），トキンソウ，タカアザミ（河），オオア

　レチノギク（帰），ハルジオン（帰），ヒメムカシヨ

　モギ（帰），ヒメジョオン（帰），タカサブロウ（河），

　ハハコグサ，ウラジロチチコグサ（帰），オオヂシ

　バリ，カントウヨメナ，オニノゲシ（帰），ノゲシ，

　セイタカアワダチソウ（帰），セイヨウタンポポ（帰），
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　オオオナモミ（帰）

単子葉植物

オモダカ科一オモダカ（湿），ヘラオモダカ（湿）

ミズアオイ科一コナギ

イグサ科一イ，クサイ（帰），コウガイゼキショウ（河）

ツユクサ科一ツユクサ，イボクサ

イネ科一コヌカグサ（帰），メリケンカルカヤ（帰），

　カモジグサ（河），コブナグサ，カズノコグサ，ギョ

　ウギシバ，ジュズダマ（帰），ヒエガエリ，メヒシ

　バ，ニワホコリ，オヒシバ，イヌビエ，ケイヌビエ

　（河），オニウシノケグサ（帰），チゴザサ（湿），チ

　ガヤ，サヤヌカグサ（湿），ネズミムギ（帰），オギ

　（河），ススキ，オオクサキビ（帰），シマスズメノ

　ヒエ（帰），スズメノヒエ，クサヨシ（河），ヨシ

　（湿），アキノエノコログサ，キンエノコロ

ガマ春心ガマ（湿），コガマ（湿），ヒメガマ（湿）

カヤツリグサ科一アゼガヤツリ（河），カヤツリグサ，

　カワラスガナ（河），コアゼガヤリ（河），コゴメガ

　ヤツリ，タマガヤツリ（河），ヒナガヤツリ（河），

　ミズガヤッリ（河），メリケンガヤツリ（帰），ヒン

　ジガヤツリ（河），サンカクイ（湿），ヒメクグ，ハ

　リイ（湿），ヒデリコ（河），テンツキ（河），アゼテ

　ンッキ（河），メアゼテンツキ（河），マツバイ（湿），

　ホタルイ（河），ウキヤガラ（湿）

ラン科一ネジバナ

2）植物群落

　本地の植生は植物の侵入後間もないため，種組成の

安定した群落の定着には至っていないが，テーブル操

作の結果以下にのべる11群落が識別された。なお文中

A一〇は表1－13中の群落単位記号に対応している。

1．ミゾソバ群落Po砂goπ雄η疏既bθrgごlcommu－

　　nity（Table　1，　A）

　ミゾソバの優出する1民生植物群落。越流堤付近の

泥土上に小面積で団塊状に生育している。優占するミ

ゾソバにより構成種は少ない。本群落はミゾソバ群集

POIygoneもum　thunbergii　Lohm．　et　Miyawaki

1962に相当する。オオブタクサの優占植分はこれに

含めている。

2．オオクサキビ群落Pαπ‘c㏄ηL（1記ん。オ。ητヴぬr昆ηz

　community（Table　2．　B，　C）

水際にはえる丈の高い1年生植物群落。オオクサキ

ビ，ヒレタゴボウ，ケイヌビエ，オオイヌタデ，アメ

リカセンダングサなどが高常在度で生育している◎本
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群落はオオクサキビ，トキンソウ，アゼナ，アメリカ

ァゼナ，スカシタゴボウ，イヌビエ，トキワハゼで区

分され，本地区で最も広い面積を占めている。本群落

は典型下位群落（B）と，タマガヤツリ，カヤツリグ

サなどで区分される。カヤツリグサ下位群落（C）は

次項のアゼガヤツリ群落に近い性質を持っている。

　本群落は河辺生の先駆的群落である合評クサキビーヤ

ナギタデ群集Panico－Polygonetum　hydropiperis

Miyawaki　et　Ok縦da　l972に相当する。

3．アゼガヤツリ群落Cypθrμs　gぬわosμs　commu－

　　nity（Table　3．　D）

　秋季に出現する丈の低い1奪生植物群落。卵白クサ

キビ群落の形成後の空地間に季節的に生育する。アゼ

ガヤツリ，メアゼテンツキ，ヒナガヤツリ，マッバイ，

テンツキなどのカヤツリグサ科植物で区分される。その

他，ヒデリコ，カヤツリグサ，タマガヤツワ，コゴメ

ガヤッリなども見られ，全般的に種数は多い。サンカ

クイ，ヒメクグなどが低い序品で生育している面分が

下位区分される。本群落はアゼガヤツリーカワラスガ

ナ群集Cypere敏m　g沁boso－sanguinolenもi　Okuda

1978に相当する。

4．ッルマメ群落Glッ。説εηzακsubsp．　soノαcom－

　　munity（Tab圭e　4．　E）

　ツルマメの優占するつる性1年生植物群落。構成種は

少なく，10種内外である。やや乾いた場所に生える。

5，クサヨシ群落Pんαぬrごsαr醐4魏αcθαcommu．

　　niもy　（Table　5．　F）

　富栄養な流水辺に生育する多年生植物群落。クサヨ

シ，ネズミムギ，ギシギシ，ヒロバホウキギクなどが混

生あるいは優訂する。クサヨシの優占植分はセリークサ

ヨシ群集Oenantho－Phalaridetum　arunδinaceae

Miyaw．　eもOkuda　1972に，ギシギシ優占植分はギ

シギシーナガバギシギシ群集8umicetum　crispo．

laponici　Miyawaki　eもOkuda　1972に相当する。こ

れらの植分は溢水の影響を最も強くうける越流堤付近

の湿った泥土上に生育している。

6．タコノアシ群落Pθ漉んorμηz　c配πθηsεcomm聴

　nity（Table　6，　G，　H）

　タコノアシの優占する多郊生植物群落。オオクサキ

ビ群落とサンカクイ群落の両方の種組成を共有するこ

とから，両群落の移行部に生育している。オオクサキ

ビ群落に近い種組成を持つ植分はヒレタゴボウ，オオ

クサキビ，ケイヌビエ，アメリカアゼナで区分される

ヒレタゴボウ下位群落として識劉される（G）。他の

植民は若干の区分種をもつが，典型下位群落（H）に

位置づけられる。タコノアシはしばしば河川敷に生育

するが，これまでタコノアシを区分種とする群落単位

は報告されていない（図3）。

7．サンカクイ群落Scゆωs師gμθオθr　comlnunity

　　（Table　7．　1，　J　Tab圭e　8，　K：）

　サンカクイ，コガマ，イ，ヨシで構成される多前生

植物群落で地区内に広く生育している（図4）。セリ

とオヘビイチゴで区分されるセリ下位群落（1）とコ

ガマで区分されるコガマ下位群落（」）が識別される。

セリとオヘビイチゴで区分される下位群落にはヨシの優

占植分やウキヤガラの優占する植分が盒められている。

コガマで識別される植分はサンカクイーコガマ群集

Scirpo－Typhaetum　orienもalis　Okuda！978に相当

する。さらに，サンカクイが優織し特別な区分種に欠け

る植分は典型下位群落（K）として表8にまとめている。

8．ヒメガマ群落丁：ypんααμs〃αZ‘s　commurli敏

　　（Table　9．　L）

　ヒメガマの優占する多年生植物群落。ヘラオモダカ，

オモダカなどのヨシクラスの種が混生するが構成する

種は少なく，また生育面積は狭い。

9．セイタカアワダチソウ群落SoZ認αgOα捌SS厩α

　　cornm疑niもy（Table　10，　M）

　セイタカアワダチソウの優占する丈の高い多奪生植

物群落。シマスズメノヒエ，コヌカグサ，オオバコ，

ヨモギで区分される。サンカクイ，コブナグサなどで

下位群落が識別される。排水溝に沿った微高所に生育

している。

10．タチヤナギ群落Sαご跣8重点rg6Z‘s　community

　　（Table　ll．　N）

　タチヤナギの優照する低木群落。高さ2－3mに徹

するが未発達の状態である。林床にタコノアシ，タカ

サブロウ，サンカクイ，ヒメガマなどが混生する。ヤ

ナギ属ではイヌコリヤナギが出現する。構成種の組み

合わせで湿性立地のヨシ下位群落とセイタカアワダチ

ソウ下位群落に区分されるが，他の群落との比較では

一括して扱われている。タチヤナギの芽生えは上記の

各群落にみられ，今後群落面積の拡大が予想される。

本群落はタチヤナギ群集Salicetum　subfragilis

Okuda　1978に相当する。



曲2．調査地の概況

Figure　2　General　vlew　of　the　Ohba　ReservQlr

図3．タコノアシ群落

Figure　3　Pθ厩ん。配配。ん乙πεπsθcommu耐y

図4．サンカクイ群落

Figure　4　Sαψωsごr乙卿θ診εr　com芸numty
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1！　ヒョウタンコケ群落Fωπαr乙αん：ygro侃θ薦。α

　　cornrnunlもy　（Tab／e　12　　0）

　ヒョウタンコケかカーベノト状に群生し，その中に

ヒエカエリ，スカンタコホウ，ホウキギク，ア口開ヤ

ッワなとかまはらに生育している。ヒョウタンコケは

フルトーサのわたちの間隙に密に生育し，全体か褐色

を帯ひている。土壌は硬く，排水不良の状態を示して

いる。

3）生活型組成

　醒落調査の結果，すへての群落において各群落要素

の植物か混在し，組成か一定していないか，生盾型組

成からみてもすへての群落は発達途上の状態にあるこ

とか理解される。

　図5は，各群落の構成種（出現1回の種を除く）の

生盾型を1年生植物，多年生植物，低木の3っに分類

し，その割合を示したものてある。ミソソバ群落（A）

とオオクサキヒ群落（B，C）は1年生植物か優占し，

あきらかに他の群落と組成か異なる。ア押目ヤッリ群

落（D）は短期！年草群落てあるか多雨生植物の占め

る割合か高い。これに対し，多年生植物群落てあるク

サヨシ群落（F）ては，多年生植物か30％近くにし

か達していない。さらに，タコノアシ群落（G，H），

サンカクイ群落（1，J，K），ヒメカマ群落（L）に

おいても1年生植物か多く，多年生植物の割合は依然

として過半数に達していない。セイタカアワダチソウ

群落（M）とタチヤナギ群落（N）ては1年生植物は

極端に減少し，低木植物の割合も少しずつ高くなる。

4）植生図

　植物群落の広かりを示す目的て1993年12月現在の

概略的な植生図か作成された（図6）。一般に現存の

群落配分は立地の質や人為条件に左右されるか，本

遊水地ては造成工事の進捗に強く対応している。植生

謂査の開始時（1992夏）には工事重て悪地てあった

ところて，最近まて整地を行っていた場所（図の中央

1⑪⑰

％⑰一

ノ｛

ま　i
@　　｝

1

贔　鰹　鴎　鴎　　薩 露　麟
匿

謬　麗 監　閣　　醐

図5　各欝落の生盾型組成（上より1無生植物，多奪生植物，低木）

　　A　ミソソバ群落，B　オオクサキヒ群落典型下位群落，　C　同，カヤッリクサ下位群落，　D　アセカヤッリ

　　群落，E　ッルマメ群落，　F　クサヨシ群落，　G　タコノアシ群落ヒレタゴホウ下位群落，　H　同，典型下位

　　群譲，1　サンカクイ群落セリ下位群落，J　同，コカマ下位群落，　K　同，典型下位群落，　L　ヒメガマ群

　　落，M　セイタカアワタチソウ群落，　N　タチヤナキ群落

Figure　5　Specもra　of　hξeダQrms　o｛each　communlty　upper　annuals，　mlddle（dotted）　perennlals，

　　below（hatched）　shrubs
　　APoZ）ノ80肥ηz　6肱ηδerg乙乙cQmm　B　Pα几乙cμηz読cんαoηzプ♂orμηz　comm，typlcal　sub－comm，
　　CPαπ乙cωηz　d乙cんoω椛ゲ♂or泓ητcomm，sub－cQmm　o｛Cypθr昆sηz乙oro乙r乙α，　D　Cypε彫s　g♂oわosμs

　　cOmm　E　αツαηθηzακsubsp　soJαcomm　F　PんαZαr乙sαr㏄認乙ηαcεαcomm　G，H　Pθ撹んorαm
　　c勉πεηsθcomm工Sαだρμs魏9μθオθr　comm，sub－com　Of　Oθπα鷹舵ノ伽αη乙cα，　J　SαrPμs薦9μθ‘εr

　　comm，sub－cQmm　o畜7γPんαor乙θ配α1乙s，　K　Sc躍ρω86r乙9μe6θr　cQmm，もyplcal　sub－comm　L
　　7：ypんα伽s孟rα♂乙scomm　M　So磁αgo疏乙ss乙ηταcornm　N　Sα♂乙κsψかα9乙」乙scomm
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図6，大庭遊水地植生図

　　凡例　1：ヒョウタンゴケ群落，2：オオクサキビ群落，3：アゼガヤツリ群落，4：ツルマメ群落，

　　5：クサヨシ群落，6：タコノアシ群落，7：サンカクイ群落，8：ヨシ群落，9：ヒメガマ群落，
　　10：セイタカアワダチソウ群落，11：タチヤナギ群落，12：水面，13：裸地．

Figure　6．　Vegetaもion　map　of　the　Ohba　Reservoir．

　　Lege轟d；1：Fμηαrごαん：ygro況θ翻。αcOmrn．2：Pαπご。昆況読。ん。ω況卯。彫ηz　comm．3：0ypθrαs

　　8Zoわosμs　comm．4＝α：ycぬε配ακsubsp．　soノαcomrn．5：Pんα∠αrlsαr槻ゴ読αoθαcornm．
　　6：Pθ漉んor研L　oん読θηsθcomm，7：80かρωsオr‘卿θεθr　comm．8：Pんrαgηzごオεsαμs診r畝s一δominated

　　sもand　9＝7：ypんααω8オrα麗s　comm．！0：So媚αgo砒ごss厩αcomm．11：Sα～揺sψかα9読s　cornm．

　　12：0pen　waもer　13：denuded　area

部，管理用道路の上の部分）は広くオオクサキビ群落

によって示されている。さらに，池底の地盤がブルドー

ザなどで固められた所ではヒョウタンゴケ群落となっ

ている。

　比較的発達した群落は引地川に沿った越流堤付近に

集中している。ヨシの優占する植分は種組成からはサ

ンカクイ群落であるが，サンカクイの優占植分を取り

囲むように配分している。富栄養立地となる越流堤下

方の泥土堆積部分はギシギシの多いクサヨシ群落が生

育している。タチヤナギ群落は下流側にまとまった生

育地がある。セイタカアワダチソウ群落やッルマメ群

落などは盛土上に見られる。

5）植物群落の発達と湿地の保護

　遊水地の持つ生態的特性は，洪水の際の冠水とその

後の排水状態による湿潤と乾燥との繰り返しである。

したがってその植生の維持及び今後の群落の推移は洪

水の頻度によって左右される。植物群落の発達の今後

の予想は困難であるが，停滞水が長期に及ぶ場合には

ヨシ，ウキヤガラ，ヒメガマ，コガマ，サンカクイな

どの抽水植物群落が発達することが予想される。また

停滞水が長期に及ぶ場合は排水不良の貧栄養状態とな

り，アゼスゲ草原をへてハンノキ林への遷移も考えら

れる。ヨシの侵入は比較的早く行われているが，タチ

ヤナギの侵入は各群落に及んでいることからヨシ群落

からタチヤナギ林への今後の生育拡大も予想される。

　オギは植生謂査資料や植生図には示されていないが，

現在小回状に生育しているため，今後面積の拡大が

予想される。とくにやや乾性な立地ではオギ草原に移

行することが考えられる。ただし維持管理に際しては

一時的にセイタカアワダチソウやッルマメなどの繁茂

を考慮に入れる必要があろう。

　以上のように，造成2～3年後の場所にサンカクイ

群落やタチヤナギ群落などをはじめ，数多くの湿地生
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植物群落の定着が進んでいることは注目に値する。し

かも，河川水がこれらの植物群落を含め，多様な生物

群集の発生を助長する原動力となっていることに，あ

らためて認識を新たにしなければならない。

　大庭遊水地の今後の利用計画によれば，現存する発

達途上の植生部分の大部分は現状を維持しながら自然

観察地等として利用されることになっている。本遊水

地は大庭城肚などのような周辺域の豊かな自然とあい

まって，これまでにない良好な水辺生態系が形成され

るものと考えられる。また各地の河川でこれから策定

される遊水地の造成と利用計画に対し，有力な指針と

なることであろう。

といわれるタコノアシとミゾコウジュが記録された。

　植物群落は11個の群落にまとめられた。1年生草

本群落としてミゾソバ，オオクサキビ，アゼガヤツリ，

ツルマメの各群落，多年生草本群落としてクサヨシ

（ギシギシ群落を含む），タコノアシ，サンカクイ，ヒ

メガマ，セイタカアワダソウの各群落，低木群落で

タチヤナギ群落が記録された。これらの群落について

生活型組成，群落配分等について考察された。

　今後本遊水地はヤナギ群落を主にヨシ群落，コガマ

群落，サンカクイ群落，オギ群落など安定した湿原に

発達し，良好な生物生患地になるものと考察された。
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あるがヒレタゴボウの繁茂は特徴的である。貴重植物
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表歪．ミゾソバ群落（A）

Table　1．　Po♂ツgoη礁z孟勧舶θrgll　community

Re圭eve　no，

Releve　size

Height　Of　vegetation

Cover

No．　of　species

調査番号

調査面積（㎡）

植生高（c服）

植被率（％）

出現種数

　8
12

70

100

　7

41

　4
70

100

　7

　7
16

70

100

　5

44

　8
140

100

　9

69

　8
240

100

13

Differential　species

　1）0らノ90πωητオんμπ～）θr9諺

Companions　　　・
　Ecん読00んご0αcrμS－9α♂♂ご

　　var．σαμ4αごα

　・486εrsp．

　PO砂90ηω1γZご（4）αオん承）Z認襯

　乙oZ砒ηZれ㏄髭認orμηZ

　Pαπ蜘瓶砒ん0孟0畷μorω況

　んηわro8εαかヴ認α

　B漉πsか。磁osα

群落区分種

　ミゾソバ

随伴種

ケイヌビェ

ヒロバホウキギク

オオイヌタデ

ネズミム刷

目オクサキビ

二二ブタクサ

アメリカセンダングサ

5・5

1・1

十

1・1

十・2

　0

1・1

5・5

！・2

十

．

．

o

十

5・5

1・2

　●

十

十・2

十

・

●

2・3

5・5

1・1

　0

十

3・3

　0

9

2・2

！・2

十

十

2・2

1・2

5・5

2・2

出現1回の種Also　in　8：00況肌εZ認αco肌況μ疵sツユクサ＋，41：So♂認αgoα伽ss‘況αセイタカアワダチ

　ソウ十・2，Ec♂‘p‘αpros’rα雄タカサブロウ十，　in　44：Pθπ‘んorωηz　c1乙6πθηsθタコノアシ十，0）卯θr昆s

　4静brmおタマガヤツリ十，ゐ読鹿r隔α伽翫αアメリカアゼナ十，　SαZ謡sψかαg読sタチヤナギ＋，
　in　69：HμηzωZωs　80απ4επsカナムグラ　！・2，　Mo部α読α航んθrαヒメジソ　1・2，　E麗gθrorz　s昆ηταオrθη蕊s

　オオアレチノギク十，Rμ侃θκノ¢pO説CμSギシギシ1・1，　Pんα臨厩Sαrαη読παCθαクサヨシ十・2，

表4．ッルマメ群落（E）

丁辱able　4．　GZ二ycごzzθηταコじsubsp．　soノαcornrnunity

Releve　no．

Releve　size

Height　of　vegetation

Cover

No，　oξspecies

調査番号

調査面積（㎡）

植生高（c田）

植被率（％）

出現種数

　1

　3

70

90

13

35

16

80

100

　7

55

　4
50

100

　9

46

　6
70

100

　6

Differential　species

　G♂1ソ。επθητακssp，　soノα

Companions
　So♂‘（どαgoα髭‘ssごzηα

B漉πSか0認OSα
　ScかPμ8か＾ぬμθオεr

　ムrごんrακoπんゆ‘ぬs

　PoZ）ノgOη雄ηS‘θう0昭記

　Ecん伽0んZOαcrωS－9α♂♂ご

　　var，　Cαω（どαオα

群落区分種

　ツルマメ

随伴種
　セイタカアワダチソウ

　アメリカセンダングサ

　サンカクイ

　コブナグサ

　アキノウナギッカミ

ケイヌビエ

2・3

3・3

　●

1・2

十・2

　願

・

5・5

1・2

十

1・2

十

●

●

5・5

！・！

2・2

　●

　9

1・2

十

5・5

十

1・2

　・

o

十

十・2

出現1回の種Also　in　1：Pんrαg肌ごオεsαμsぴαご‘sヨシ　1・2，κy‘♂‘ηgαgrαc‘♂♂‘mαヒメクグ＋・2，

　H）4）θr記μ肌Zα劣㏄襯コケオトギリ十・2，」ωπcμs萌αsμsvar．ゴθcφぬπsイ十・2，　Mα鋤smめμθ♂ごαπωm

　ムラサキサギゴケ率・2，H）4）θ而。μ況sp．オトギリソウの一種1・2，」城。μs詑πぬ3クサイ十，　Aπε‘♂ε配α

　々ε‘sαんイボクサ十，PoZygoηωれ妙4rop‘opεrヤナギタデ＋，　in　35：MosZα読απぬεrαヒメジソ十・2，

　五〇ど砒瀦槻副オヴ♂orμητネズミムギ十，　in　55：0θπαη読θノαりα痂。αセリ　1・2，　Po♂ygoπμm　Z（ゆα仇詠）♂‘μ襯

　オオイヌタデ＋，．4蕊θrsp．ヒロバホウキギク＋，　Eo♂ごμαpros〃碗αタカサブロウ＋，　in　46；遁ηzわros彪

　αr詑η冨sごαξゾb麗αブタクサ1・2．
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表2．オオクサキビ群落（B，C）

Table　2．　P侃lo昆襯dlcん。診。況1翼。侃ητcommunity

　B：typicai　sub－community，　C：Sub－comm朕niもy　of　O）ノPθrωsητ‘croごrごα

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B

Re圭eve　no，

汽e三eve　size

Height　of　vegetatiQn

Cover

No．　of　species

調査番号

調査面積（㎡）

植生高（cm）

植被率（％）

出現種数

11　　65　　67　　68　　49　　47　　19　　　9

　64649916690　150　150　150　140　140　　20　100

90　100　100　100　100　100　　50　100

3121111　9　8　9！4

　　　　　　C

13　　51　　21　　20

16　6　9　9
50　130　！00　！30

80　　90　　90　100

9　26　25　21
Dif｛erential　species

Pα漉召ノπ砒ん0ωπ昭or昆ητ

　Rorな）ραごS♂αηol‘Cα

　Ec伽孟αpro8診rαオα

　Oeπ古φθolαητ説ごητα

　ゐ説4g而αρrocμ濡わθπs

　L∠πゴθrπごαdωδごα

EぬηOCん10αcrμS－9α〃I　V，ρr磁colα

Differential　species　O蝕nder　unit下位群落区分種

群落区分種

　オオクサキビ

　スカシタゴボウ

　タタカサブロウ

　　トキンソウ

　アゼナ

　ァメリカアゼナ

　イヌビエ

　C）卯θrμ8（灘アorηz給　　　　　　タマガヤツリ

　ル1α2αsp㏄η嘉如S　　　　　　　トキワハゼ

　Fごηzうケs即滅sη寵亙αoθα　　　　　　　ヒデリコ

　0：yρθrωsη麗croケごα　　　　　　カヤツリグサ

　1万g記α蕩αα0180θηゴεπS　　　　　メヒシバ
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出現ユ回の種Also　in　67：β♂eocんαrごs　yoんoscθπs‘sマッバイ　＋，　Moηocんor‘αびαg読αzおv．　p♂α就αg説θα

　コナギ＋，in　49：Mos♂α4α鷹んθrαヒメジソ＋，御：SαZ厩sψかαg‘Z6sタチヤナギ1・2，　in　19：7）孕）んα

　ω鉱rα♂おヒメガマ十，Rαπ召泥。μ如s8cθ佑rα伽sタガラシ十，凡η狛か蕊）疵sびθ♂α雄メアゼテンッキ十，

　in　51：．4s詑r　sp，ヒロバホウキギク÷，　Cん飢opo4彪肌α狛ω況シロザ＋，孟8かαgα如s　sご読。㏄sゲンゲ

　十・2，Soπcんμsαspθrオニノゲシ1・1，＆ε〃αr6ααgω磁‘cαウシハコベ十，．4　cαZ）孕）んααμs〃α〃sエノキ

　グサ十，P配y80肥配Zoπg‘sθ診～黒川イヌタデ十，　Co㍑♂αcr）ノ覗α一ノ。わ‘ジュズダマ十・2，　in　2！：．4s詑r

　sαδ認α如sホウキギク十，0θπα鷹んεノωαπご。αセリ十，捌θμs翻θ説読。αオヒシバ十，Sごθμα厩αα♂8ぬθ

　v．醐d副α雄ノミノフスマ＋，in　20：Soηcんμs　o♂εrαcθμsノゲシ÷・2，　PoZygoπμηz漉απわθrg記ミゾソ

　バ十・2，Po砂goηωηz　1L）ノ（かoρな）εrヤナギタデ十・2．
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表3．アゼガヤツリ群落（D）

Table　3．　σ罫）εrzゐs　g♂oわosμs　comnユuniもy

Re主eve　nQ，

Re圭eve　slze

Height　of　vegeもa乞ion

Cover

調査番号
調査面積（㎡）

植生高（cの
植被率（％）
出現種数

60　33　16
9　　8　　1

30　25　50
50　40　90
20　19　18

27
　／

50

80
24

29　54　61
2　　2　　9

70　40　60
70　90　70
23　24　33

63

　4

40
70
18

Dif｛erentia圭species

　C）彫配sg妨osμs
　Fどηzわrご8り1zごsびε♂αεα

一E♂20Cんαr∠s　yo々OSCθ認‘S

　尻ηめr‘sオ頭s砒んαoπ乙α

　c：ソPθ剛s梅cc醜s
Diff，　species　Of　URder　units

　L㏄（メωご9ごαgrεα孟rθκ麗

　Mα鋤spμ測如s
　RorごρPα‘sZαπ4どCα

　Scゆ泓s孟吻臨θr
κツ〃説9αgrαo泌配α

Common　wiもh　cQmm．　no．　B　C
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　σθπ‘ごP〔～olαηz読ど配α

P磁C撚4どCん0ω肌びZor醐　
　Lωゴωぎ9ごα（どθcαrrεπ8

　0）砂θrμSアηごoroかごα

　F厩わrごs孟頭s加磁。θα
　五ぬ（オθr痂αぬ尻α

　0）卯〔～ノ【乙↓8d賦アorηπS

　σ）孕）θrωsか‘α

　EcZεμαρrosケαオα

　ムεπ（♂εr肌ごαprOCα規わe7τS

　POらノ90ηωηZん）1（1rOP‘ρer

B漉πSか0醐OSα
Companions
　J醜。㏄s♂θsoんεπα認薦

　sαごごんs泓伽（α9泥ごs

PO♂：ソρ090ηル9ακ
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出現！回の種Also　in　60＝Ec厄πoc配。αc1一αs－gα♂♂l　var．　cα認砒αケイヌビエ　1・2，君g読sθ伽襯αroεπsε

　スギナ1・2，Sα♂画αρ陀わ窃αミゾコウジュ＋，　Ir雄θηs鷹αv．＄ρoπ孟απεαノハナショウブ＋，　in　33：
　Rαπωη（協♂μssc♂θrα如sタガラシ十，　F‘ηzわr‘鉱）ノ麗s　sgμαrrosαアゼテンツキ　1・2，Nαs伽r麗ωm（堀乞。ごπ（zZθ

　オランダガラシ＋・2，in　16：7Tyρんααμsかα♂おヒメガマ＋，　in　27：Rαπμπcμ臨s　cα碗。編θπs‘sケキッネ

　ノボタン十，B認θπs孟rな）αr薦αタウコギ＋，　Sc6η）ωsん。雄r厩ホタルイ＋，　in　29：PZα麗αgoαs‘α琵。α

　オオバコ十，1万g琵α擁ααゴscθπ4θηsメヒシバ十，　in　54：∫κε泥s（1θわご髭sオオジシバリ　2・2，　Hlyρθ擁。隠ηz

　‘αX砿肌コケオトギリ十，MOS蝕（1‘αn抜erαヒメジソ十，πr6geroπCαπαderしS‘Sヒメムカシヨモギ十，
　in　61：ση（】卿／Lα♂砒ηz　aρご。α鶴ηzウラジロチチコグサ十，．4椛わro皮α〃ヴ6（♂αオオブタクサ十，みZLε‘♂θηzα

　々♂Sαんイボクサ十，Gπ¢pんα♂批襯（媚説θハノ＼コグサ十，　しごpOOα置ρんα肌ごC1℃C叩んα♂αヒンジガヤッリ

　1・2，Mご8cαZL〃乙μs　s説θη皮sススキ十，捌（加rLS　p認osαコセンダングサ十，　Mθ鷹んααrθθπsεハッカ　十，

　C）卯θrμsんα＄ρα泥コアゼガヤツリ十・2，C：yπoゴ。η4ααyめπギョウギシバ十，　Oyρθrμssα几9読πo♂θη‘昆s

　カワラスガナ十，Egぬsθ伽ηz　rα況osお皮配召ηzイヌドクサ十，　in　63：S厩鶴ぬ‘θgrαイヌコりヤナギ＋．
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表5．クサヨシ群落（F）

Table　5．∫）んαどαrlsαr昆rz（1ごπαcεαcornmunity

Re圭eve　nO，

Releve　size

Height　Of　vegetatiOn

Cover

No．　of　species

調査番号

調査面積（㎡）

植生高（cm）

植被率（％）

出現種数

42

　8
150

95

12

38

16

100

90

13

40

16

160

100

12

39

16

！00

70

10

70

　4
130

90

　8

Differentia支species

　ゐ。磁柵規諭認αu襯
　熟s乙θrsp．

　Pんαzαrごsαr醐（ゴぬαoθα

　翫！ηθκノαpoη蜘s
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POごygOημ況んy4rOPごPεr
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P吻go襯侃∠（脚ぬゲ。飽規

　Vθmηご。αμπ伽ごαごα

L副ωご9‘α伽。㏄rrθπs

　他濡θκooπ9ご。膨rαオωs

　擁π副εηzαんεごsαん

　君。ん漉ocんご。αc剛s－gα〃ご

　　var．　oα召4αオα

B娩πsか。屈osα

　Ro吻Pαどs♂απ4磁

Ec♂ごμαpros襯‘α

群落区分種

　ネズミムギ

　ヒロバホウキギク

　クサヨシ

　ギシギシ

随伴種
　ヤナギタデ
　　へ　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　

　ζソソバ

　オオイヌタデ

　カワヂシャ

　ヒレタゴボウ

　アレチギシギシ

　イボクサ

ケイヌビエ

アメリカセンダングサ

スカシタゴボウ

上図サブロウ
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出現！回の種A！so　in　421Po砂goη配ηz　s招わ。♂読ごアキノウナギッカミ　十・2，　Ecん説ocん♂oαcrωs－gαZZ‘var．

　ρrα麗oo♂αイヌビエ　1・2，　Po♂：ygoノτωητραδθsoε1zsボントクタデ十，　in　381P／zrα8ητ髭εsαω8‘rαあsヨシ

　＋，S認㍍s昆亀かαg読sタチヤナギ＋，　in40：Rα几翻。副μscαπオ。航θηsおケキッネノボタン十，　Pα厩飢醗

　4‘cんαoηz彰orμηLオオクサキビ　1・2，　in　39：CILθπopo4ごαrηαηめrosぬ‘4θsケアリタソウ牽，　in　70：

　0θ几αη仇θノαひαπlcαセリ十，κα面ηzer‘sρsθα40）ノ。ηzθηαカントウヨメナ十，、4r6θzγL‘s‘α∫）r読。印）sヨモ

　ギ十，．4尻わro8戯事rび認αオオブタクサ＋．
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表6．タコノアシ群落（G，H）

Ta．ble　6．　Pε漉んorμm　cんごノzεπsθcommunity

　G：Sub－community　ofム認ω‘gごαdθcμrr飢s，

Releve　no．

Releve　size

Heighもof　vegetation
Cover

No．　of　species

H；typical　sub－community
　　　　　　　　　　　　　　　　　G

調査番号

調査薗積（㎡）

植生高（cm）

植被率（％）
出現種蒔

！0　45

　5　　4

100　80
80　90
18　20

24　66
4　　6

70　100

85　75
15　19

64

　6

80

80

20

　　　H

34　58　　3
6　　4　　4
90　　100　　120

90　80　90
14　19　30

Di｛ferential　species

　Pθ漉んorωητ01冨ηθηsε

Diff．　species　oξunder　uniもs

　ゐ召4ωど8どα4θo召rrθπ8

Pα痂C㏄病期ん0オ07項πor㏄規

E砺πOC配0αor配S－9αご♂I　V．　Cα認α孟α

　しごπd［εr7琵α4ω匠）‘α

　MosZα4ごα7π／乙2rα

　POδ：ソPO90πル9ακ

　PO∂ツ90πμητ乙んωπわθ㎎ε‘

　Tr承）♂彪ηzr匂。θπs

Companions
　So♂ごゴαgoαZ彦ごss∠ηzα

　▽Pθroπ‘Cα昆π4μZα孟α

B漉η8か0掘OSα
」槻CωSε加S泓8V．dθ卿ごθπS

　／1麗SηZα0απα麗C召ごαごμητ

Ec伽‘αpros磁孟α
　ノ玉S‘θrs乱b㏄♂αオμS

　c（ヨπ孟ゆ94αηzゴ7冨1ηα

　Sα♂獄＝sμ妙α9πεs

　Jωπ0ωS古∈9πα‘S

　Scごηつ㏄sオrε9月目オθr

　諏πごωε♂θεoんθηα肱詫記

　R昆醗εりご00π9ご0瓶εrα如S

　PO♂）190πμηZんy（かopごpεr

　？）4）んαor‘eπオα♂ごS

L語鹿而αproc膨1励θπs
　Sα麗κ‘rτεθgrα

　T：ソPんαα臨rαzごs

　石1απωπCω」ωSCαπ孟0π6επS‘S

　ノ生ητη②αηηごαCOCCシ乙eα

　Cyρθrμs加oro‘磁
　Sc‘zPωs　lzo診αrμご

　Fεzγzわ擁舘二〉雇‘sητ麗‘αcθα

群落区分種

　タコノアシ

下位群落区分種

　ヒレタゴボウ

　オオクサキビ

　ケイヌビエ

　アメリカアゼナ

　ヒメジソ

　ヒェガエリ

　　ミゾソバ

　シロツメクサ

随伴種
　セイタカアワダチソウ

　カワヂシャ

　アメリカセンダングサ

　イ

　ヘラオモダカ

　タカサブロウ

　ホウキギク

　　トキンソウ

　タチヤナギ

　クサイ

　サンカクイ

　コウガイゼキショウ

　アレチギシギシ

　ヤナギタデ

　コガマ

　アゼナ

　イヌコリヤナギ

　ヒメガマ

　ケキッネノボタン

　ホソバヒメミソハギ

　カヤツリグサ

　ホタルイ

　ヒデリコ

3・3　2。2　4。4　3・3　3。3　4・4　3・3　4。4

3・3

十

十・2

十・2
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●
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．
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十
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●
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十
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●
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十

　●

＋・2

　・

o

●

十

1・2

　0

十

　●

●

十

〇

o

・

●

3・3　3。3　2・2
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十・2　1・2　　・

十　十・2　十
　・　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　．

，

，

幽

1・2

十

3・3

　・

o

●

　●

1・1

　・

十・2
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o

o

o

o

●

十

十

・

o

o

o

o

十・2

÷

十

　●

十

1・2

十

十・2

1・1

十

÷・2

　，

・

十

●

十

●

●

o

o

●

●

●

●

o

十

十

　●

1・2

1・1

十・2

　●

●

●

　0

2・3

十・2

　●

！・！

　●

o

●

　●

1・2

　・

十

十

●

．

．

十

1・2

　．

1・1

十

1・2

十・2

　・

　・

1・2

　．

o

●

●

・

　●

1・1

　0

●

●

o

　・

1・2

　●

十

〇

　．

十

2・2

　・

十・2

＋・2

1・2

　0

1・1

1・2

十

1・2

1・2

　●

　●

十・2

2・2

　，

十

2・2

　●

●

o

・

o

●

●

．

o

十

●

願

十・2

十

十

十

2・2

1・2

十

1・2

十

1・2

十

＋・2

！・1

十・2

　●

十

十

　〇

・

　o

十

十

　願

十・2

　●

1・2

出現1回の種Also　in　10：Rorψpα‘s♂αη漉。αスカシタゴボウ十，　in　45：Po陀π掘Zα観♂πごαπαオヘビイチ

　ゴ1・2，ゐoZ砒ηz　mμ髭ヴ♂orαηLネズミムギ十・2，　C）卯θ彫s‘r‘αコゴメガヤッリ十，　Rωηzεりじ∫（砂ση∠cμs

　ギシギシ十，乙ωゴ厩g雄grε碗r2κ麗ウスゲチョウジタデ÷，　in　24：C）！pθrωs　4雄orη麗sタマガヤッリ　十，

　0εηαπ仇θノαりα痂。αセリ÷，Rμ隅θκcrみρμ8ナガバギシギシ十，　in　66：PoZッgo肥肌Z¢pα疏び。‘砒ηzオ

　オイヌタデ÷，Sα♂厩sαcんαZ加eπs6sオノエヤナギ÷，　in　64：．4s詑r　sp．ヒロバホウキギク1・2，　C）孕）θrμs

　／♂αCC‘dlμSヒナガヤツリ十，Bθ0ん肌απ疵α8）1Z‘gαCんπθカズノコグサ十，遼η（かopogOπび‘㎎語εCμSメリケ

　ンカルカや十，M‘scαη仇μs　sαccんαrヴZor㏄sオギ十・2，　in　34：κy〃読gαgrαo‘〃厩αヒメクグ1・2，

　理ypεr‘oωητξ～♂ε（〕6μηzオトギリソウ　1・2，⑳〃。∂ご召ηzρyr！ゼ。ん。♂OPんαηzアカバナ1。2，〆1　r6んrακo花んご角。旋メ膨s

　コブナグサ　！・2，in　58：！4grop）ノroπんαητoブごカモジグサ＋・2，みη狛ro皮ααr詑η麗s‘α畝）麗αブタクサ＋，

　ノ1c麗ηo鉱θηzzγzα♂oわα孟μ7γτ　ゴキヅル　十，　in　3：ムr）4）θr‘cμηz‘ακμzη　コケオトギリ　＋，　ερ‘rα7拡んθs　s‘πθノτsごs

　ネジバナ十，pZα厩αgoαsεα翻。αオオバコ十，　Dε8詑αr6αα（1scθπゴθπsメヒシバ十，　H：ydroco亡y♂θ7γLαr‘オごrηα

　ノチドメ十，Gπ（切んα♂砒η↓媚ア説θハハコグサ十，　SαZ㍑bα肋。バッコヤナギ十．
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表7．サンカクイ群落（1，」）

Table　7．　Soかρ昆s孟rピ卿θオθr　comrnunity

　LSub－cQmm疑nity　of　O飢απ漉θノαびαηご。α，

Releve　nQ．

Releve　size

Height　Of　vegetatiOn

Cover

No．　of　species

J：Sub－communiもy　of乃pんαorぎθ磁α♂ど8

　　　　　　　　　　　　　　　1

調査番号

調査面積（㎡）

植生高（cm）

鼠紙率（％）

出現種数

31　26　53
12　　9　　9

150　　120　 130

100　 100　　95

16　　9　　9

28

　9
120

90

15

32　30　23
16　　6　　9

100　 160　 170

85　80　！00

！5　16　12

25

16

120

100

　9

J

52

　6

150

90

17

50

16

180

9Q

！4

Differentia！species

　Scゆαs診吻臨er
　JωπCωSθ仙SμSV，〔ゼθ0ごPぎθπε

Diff．　species　of　under　units

　Oeηα几オんθブαひαηlcα

　∫）0乙θノZ麗πα々♂θごπごαπα

SO媚α80α髭ごSS競α

　7罫）hα0ズ乏θπ古α乏乞S

　sα奴sψかα9記どs

　／1屍Sη・乙αCαηα麗C昆♂α麗∠η¢

Cornpa捻ions
　∫）んrα9ηz琵θ8α配sケα～ごs

β漉ηsか。雇osα

Ec伽6αpros6rα孟α

　1／θroπ‘Cαωπ（ゼ召ごα孟α

　！⊃〔～π‘んor昆η②Cんごη〔3πSθ

　メ1r孟んrακ0ηんご司0ご4μS

　Jωηc召s♂θsc／zθηα副読

　ゐμ4ωご9どα4θc昆rrθπs

　PO♂ツ90πμηZオん召π∂θrgどこ

　ノ4π〔～こごεη・Lαんe‘sα々

　PO♂二ygOπμηZんツ（か℃P∠P（gr

　．4s‘θrsω勧♂α‘㏄s

　∫）oZ二ygOημ1γZ　S‘θ1）0♂4記

　PO♂二ygOημηZ♂仰α重んび0麗μηZ

遼sごεrsp．

Eg鵬伽ノπαrびεηsθ

Eぬ泥OCんJoαcrμS－9α〃‘V．　C側血α

群落区分種

　サンカクイ

　イ

下位群落区分種

　セリ

　オヘビイチゴ

　セイタカアワダチソウ

　コガマ

　タチヤナギ

　ヘラオモダカ

随伴種
　ヨシ

　アメリカセンダングサ

　タカサブロウ

　カワヂシャ

　タコノアシ

　コブナグサ

　コウガイゼキショウ

　ヒレタゴボウ

　ミゾソバ

　イボクサ

　ヤナギタデ

　ホウキギク

　アキノウナギッカミ

　オオイヌタデ

　ヒロバホウキギク

　スギナ

　ケイヌビエ

1・2　5・5　5・5　2・3　3・3　4・4　　・　　5・5　3・3　4・4

1・2　2。2　2・2　　。　　1・2　3・3　1・2　1・2　十●2　　・

1・2
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．
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●

●

o

．

o
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．

o

，

十

o

o

幽

十
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●

o

o

●
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畠

■

・

十

，
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十

十・2
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十

十

十

。

●

●

十

●

●

畠
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1・2　1・2

1・2十・2
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o

・

　●

2・2

・

十

十

！・2

●

o

●

●

．

十・、2

●

十

。

●

畠

．

2・2

十

十・2

●

●

●

・

1・2

o

o

・

十

十

●

・

●

●

8

●

9

o

●

5・5　1・1

十　　十

・

十・2

●

十・2

十

●

●

十

・

o

●

o

●

．

o

．

十・2

1・2

o

十

十

・

●

●

昏

●

o

塾

●

畠

4・4　2・2

十　1・1

2・2十・2

1・2

・

十

幽

●

十

十

十

十

2・2

・　十・2　・

十

●

o

●

●

o

徊

●

o

．

o

●

十

幽

●

●

●

o

！・2

●

十・2

！・2

・

1・2

　●

・

・

●

●

十

，

●

出現1回の種Also　in　31：κッ薦πgαgrαc沼‘況αヒメクグユ・2，」醐。膨sオθη厩sクサイ　＋，　Po♂ッgo膨襯

　鵡ppoπεπseヤノネグサ　2・2，　in　28：Scかpωs　yαgαrαウキヤガラ　3・3，　in　32：Po♂：ypogoπ．毎gαコ。ヒエ

　ガェリ十，H）卯θr記μηzθrθc鶴況オトギリソウ十，　in　30：Cεπあpε（彪濡δπ加zαトキンソウ　十，　P九α匁rごs

　αr醜4語αcθαクサヨシ十・2，、4贋況απ疵αooccぬεαホソバヒメミソハギ十，　Xαπ漉認ηz　cαηα（1θηsεオオ

　オナモミ十，in　23二C）卯e侃s（反がbr隅‘sタマガヤツ「」十，　Pαη．‘c㏄ητ（混。ん。亡。ητヴ‘or㏄肌オオクサキビ十，

　五）虐あα擁αα（おceπ4θηsメヒシバ十，　in　25：五批dεr読αぬ腕αアメリカァゼナ十，　PαSρα如ηz　4記α雄鶴肌

　シマスズメノヒエ十，in　52：R磁ηLθコσcoηg♂oηzθrα伽8アレチギシギシ＋，メ1ηzわro8雄〃び認αオオブタク

　サ十，R磁肌eκゴ〔砂0疵CαSギシギシ十，　L掘ω‘g雄gre醗re蛎εウスゲチョウジタデ十，　B認eπSぴな）αr鷹α

　タウコギ十，in　50：7）卯んααμs〃αZ∠sヒメガマ1・2，　Sαご㍍加‘ε8rαイヌコリヤナギ十，　C）やθrμs

　θrαgros琵sメリケンガヤツリ十・2．
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表8．サンカクイ群落（K）

τahle　8．　So融）μs‘rめμθオer　cOmmunity，　typica玉sub－cQmmunity

Releve　nQ．

盈eleve　size

至ヨ［eight　of　vegetation

Cover

No．　of　species

調査番号

調査面積（㎡）

植生高（cm）

植被率（％）

出現種数

22

　5
120

90

12

12

3

60

70

10

37

　9
100

90

　4

！4

　6
130

80

12

15

　8
100

75

！4

Differential　species

Scゆωs診rゆθオεr

　／4泥3ηταoαπαごご。α♂α君こ4ηz

　乃pんαα臨rαzごs

Companions
　L掘ω‘9ごα4εcμrr飢s

sα鷹sψかα8読ε

　c：ソρθ湿sεrαgro飢s

P磁0職砒ん伽画πorω1η
　σ）彫rωs煽croご磁

　β漉ηs．か。認osα

」昆πc配s（ガ召sωsv．4ε⑳‘θπ8

E吻）若αpros孟rα孟α

　ム‘認θrπ‘αprocμ配わ飢s

　Pθη痂orμηzo屠ηθη3θ

　Sα9琵診αr‘α診rヴ。ご‘α

群落区分種

　サンカクイ

　ヘラオモダカ

　ヒメガマ

随伴種
　ヒレタゴボウ

　タチヤナギ

　メリケンガヤツリ

　オオクサキビ

　カヤツリグサ

　アメリカセンダングサ

　イ

　タカサブロウ

　アゼナ

　タコノアシ

　オモダカ

5・5

1・2

十

十

　．

十

十

i・2

十・2

十

　・

●

●

4・4

十

　・

1・2

十

2・2

十

十

　〇

・

●

●

●

●

5・5

　．

1・2

●

，

o

・

．

●

●

●

十

〇

・

4・4

1・2

2・2

十・2

／・王

十

十

1・2

　0

．

●

十

十

4・4

2・2

2・2

十・2

十・2

　0

●

　●

十・2

十

1・2

1・1

十

出現1回の種A圭so　in　22：Ec規πoc／L♂oαc彫s－gα鷹var．　oα磁（ゼ厩αケイヌビエ　2・2，．4r仇rακoπ厄Sp認㏄s

　コブナグサ十・2，Mαzμ5、ρμητμμ5トキワハゼ十，　in　12∴列ηめ々8り碗3η2読αoθαヒデリコ　ユ・2，　Sα♂㍑

　ご鷹egrαイヌコりヤナギ＋，．4規侃αη航αooocぬθαホソノくヒメミソハギ＋，　in　37：Rorlpρα6s彪π読。αス

　カシタゴボウ十，14：∫）oZ）goπμηz♂叩αぬび。ご砒配オオイヌタデ十，0επαπ仇θノαoα読。αセリ　十，15：

　Poご：ygoπαηzんッdropゆθrヤナギタデ十，　Pんrαgη読θsαα8かα♂ごsヨシ十，ゐ認ωごgぬgrε砿rθコご琵ウスゲ

　チョウジタデ十．

表9．ヒメガマ群落（L）

Table　9，　Typんααμs亡rαごls　community

Re圭eve　no，

Releve　size

Height　of　vegetation

Cover

No，　of　species

調査番号

調査面積（m2）

植生高（cの
植被率（％）

出現種数

48

／0

150

90

　6

18

16

180

／00

　9

　4

　9
150

90

11

Differential　species

　乃pんαα臨rα♂ごs

Companions

　翻伽ご9ごα鹿。召rr飢s

　Ecん読00配0αcrμS－9α♂♂ごV．　Cα翻α‘α

　〆掃ごS7η」αCαηα距Cμ♂α診召η②

　SαZ‘コσsμ妙α9読s

　B‘ゴ飢sか。雇osα

群落区分種

　ヒメガマ

随伴種
　ヒレタゴボウ

　ケイヌビエ

　ヘラオモダカ

　タチヤナギ

　アメリカセンダングサ

5・5

2・3

十・2

1・2

十

　願

5・5

1・2

2・2

1・2

十

1・2

4・4

4・4

十・2

1・2

　●

2・2

出現1回の種AlsO　in　48：L‘加1θr航αゴ㏄う‘αアメリカアゼナ1・2，　in　18；Sαg漉αr‘α〃び。♂‘αオモダカ　2・2，

　EcJ‘μαprosぴ碗αタカサブロウ十・2，βg厩sθ枷ηzαrひθηseスギナ十，　in　4：Pe厩んorαηz　c配几επsεタコノ

　アシ2・2，Fど醗わr‘説）碗s瓶読αceαヒデリコ　！・2，　C）四er疋↓s（♂雄or況‘sタマガヤツリ　！・2，　Po砂goπ㏄肌

　ん）屈ro炉pθrヤナギタデ十，　L認（海厩αprocω規わ飢3ア・ゼナ十，（フ）学）θ配sごr雄コゴメガヤツリ十．
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表10．セイタカアワダチソウ群落（M）

Table　10．　So媚α80αあlsslηzαcommunity

　　　　だReleve　no．

　　　　メReleve　size

Height　of　vegetation

Cover

No．　of　species

調査番号

調査面積（㎡）

植生高（CI聰）

面面率（％）

出現種数

57

　6

150

70

18

59

　9

！50

85

21

　2

　4

70

90

30

36

　9

50

80

19

43

16

150

100

19

Differential　species

　Pαερα如況翻α醜μητ

　・48rosごゴ8αめα

　pzα撹αgoαsごα6ご。α

　ル診6庸s‘αpr‘πc召ρs

Companions

　SO媚α90読ごSS厩α

　」槻。召sθ1加8ωsv．4θ⑳ごθηs

　Lo御召ηZηLμあび♂orαη↓

　Pεη疏。耀ηzoんぬθηsε

　λ40S♂α4ごα7魔ん∈η【α

　RμηLθκCOπ8ZO規θrα診μS

ん舶ros6αオrげごぬ

κy♂伽9αgrαc泌～ηα

　」μπozψsオ∈～πωぎs

　O二＞PθrωSεrαgrOS翻S

　77～【び0ご‘α～γLr⑳e几S

　sα♂訟コsμaかα9ごzごs

　Po亡ε醜ε‘ごα配e‘厩απα

　疎）ごrαπ孟んθss‘ηεπsごs

　．Agropyro汽々α肌0ブ‘

　メレ孟んrακoηんご畠P∫o勉s

Scゆ㏄sめ吻臨er
ゐycOPμs　rα尻OSごSSぬμ8

　ノへ7Lε‘Ze7γしα掩εεSα海

Dμcんεsηeαoんrツsα鷹んα

んπわrosεα鋭α協乞α⑳麗α

群落区分種

　シマスズメノヒエ

　コヌカグサ

　オオバコ

　ヨモギ

随伴種
セイタカアワダチソウ

イ

ネズミムギ

タコノアシ

ヒメジソ

アレチギシギシ

オオブタクサ

ヒメクグ

クサイ

メリケンガヤッリ

シロツメクサ

タチヤナギ

オヘビイチゴ

ネジバナ

カモジグサ

コブナグサ

サンカクイ

ヒメサルダピコ

イボクサ

ヘビイチゴ

ブタクサ

2・2

！・2

十

1・2

4・4

3・3

2・2

1・2

十

十・2

十・2

o

●

十

十・2

十

÷・2

十

十

●

●

o

●

●

●

2・2

1・2

十

十・2

4・4

3・3

1・2

！・2

●

●

十・2

1・2

十・2

十・2

十

十

・

o

●

・

o

●

●

・

十

十

十

十

2・2

十・2

曹

　o

十・2

十

　●

3・3

十・2

．

o

．

■

十

　●

2・2

1・2

十

十

十

十

1・2

1・2

十

●

2・2

十・2

　0

3・3

・

十

o

1・2

3・3

　・

●

o

1・2

．

●

1・2

2・2

1・2

」

・

●

1・2

十・2

十

2・2

●

十・2

・

十・2

o

4・4

o

o

．

●

●

o

・

十

・

■

o

十

÷

十

出現1回の種Also　in　57：Fεs脇。αα彫ηd読αoθαオニウシノケグサ！・2，　in　5910θπαπ仇θノ卿α疵。αセリ

　＋・2，8cかρμsん。雄r読ホタルイ十，0θπo漉θrαrosθαユウゲショウ1・2，　Cかs如ηz　pθη伽彪況タカァザ

　ミ！・2，V∠oZαびθrθoμπdαツボスミレ十，ゐε＄peゴε2αcαπθα雄メドハギ÷，　ir12：Pんrα8ηz琵θsαμ鉱rαZ‘s

　ヨシ　1。2，Z万g‘‘αr‘ααdsoθπゴεπ8　メヒシバ　十・2，　PoZ）四〇goπ！泓gακ　ヒェガエリ　÷・2，湾πoケopogoπ

　びグg加εcμsメリケンカルカヤ十・2，Cθπ麗pθdα襯‘厩ηzαトキンソウ十・2，　EZθocんα厚s　coπ8θsオαv．ノαpo痂。α

　ハリイ2・3，Po♂：y80π雄πんッゴropな）θrヤナギタデ＋，　Eσ副sθ彪mαrびθηsθスギナ十，」μπcμsごεsoんθπα副薦

　コウガイゼキショウ十，σ奴4）ん認彪況Sρご。α診μ襯ウラジロチチコグサ十，ゐぬ4θr説αprσご召肌δθπsアゼナ　十，

　γεrわ飢αわrαs軒廊ηsおアレチハナガサ十，S就αr‘αg彪μcαキンエノコロ十，　in　36：おαcんπθg♂oわosωsチ

　ゴザサ2・3，PoZッgo腿ηzπ‘pρoηθη8εヤノネグサ2・2，　B認εηs．か。花40sαアメリカセンダングサ　1・2，

　βρ‘♂oう彪肌p）ノr厚。ん。ごopん泓πLアカバナ÷・2，　Rαπμπc認μscα鷹。π∫θηs‘sケキッネノボタン十，　Hンpθr‘cωηz

　♂ακω肌コケオトギリ＋，in　43：Xαπ漉砒肌。αηα4飢sθオオオナモミ1・2，　H碑z厩μs　scαπdθηsカナムグ

　ラ！・2，．R㏄ηzθ劣ノ¢ρoπ‘cωsギシギシ1・2，　Po♂：ygoπμ肌漉μηわθrg‘‘ミゾソバ十・2，遼s詑r　sp．ヒロハ

　ホウキギク十，Ror卿α読読。αイヌガラシ1・2，8r‘gεroπ8μ〃zα〃θη8‘sオオアレチノギク十，0りσα♂ごs

　ooητ‘c認α古αカタバミ十．
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表11．タチヤナギ群落（N）

Table　11．　Sα麗κsμ妙α9だ‘s　cornrnunity

Releve　no．

Releve　size

Height　Qf　shrub　layer

Cover　of　shr疑b　layer

Height　of　herb　layer

Cover　of　herb　layer

No．　of　species

調査番号

調査面積（㎡）

低木層植生高（c㊧

低木層植被率（％）

草本層植生高（cm）

草本層植被率（％）

出現種数

17

25

220

100

100

　5

　7

62

16

230

90

100

20

16

56

　8
240

80

100

75

16

　5
16

350

80

150

50

22

Differantial　species　・

　sα伽sψかα9記‘s

Differential　species　of疑nder　urlits

Pんrα97繍θsα臨rα♂εs

　／1屍Sητα0αηαあC配Zα亡αητ

　SoZ認α90αあ‘SSご加α

　MOSごαdピαηごん〔～rα

　V「θroη‘αμπ（オω‘α診α

　R4ηZθκノ叩0ηどC召3

　Rμ7γしθ劣COπ9♂0アηθrα孟ωS

Companions
　∫）8泥6んorμη70んど泥θπ3θ

Soεrμsオrゆθ診θr

　7：ソPんαα臨rαごごs

　Eご♂な）‘αρrOS〃α6α

Bごdεπsか。掘osα

　みs孟θrsp．

　Eg厩s（∋彦μηzαrひθπ8ε

　」既CμS6ガμSμSV．ゴθ伽‘θηS

群落区分種

　タチヤナギ（S）

下位群落区分種

　ヨシ

　ヘラオモダカ

　セイタカアワダチソウ

　ヒメジソ

　カワヂシャ

　ギシギシ

　アレチギシギシ

随伴種
　タコノアシ

　サンカクイ

　ヒメガマ

　タカサブロウ

　アメリカセンダングサ

　ヒロバホウキギク

　スギナ

　イ

5・5

十

十

曝

●

．

5

●

十・2

十・2

　●

十

　・

o

●

5・5

十

十

■

o

●

●

●

十・2

！・2

1・1

1・2

　0

十・2

1・2

5・4

●

　●

ユ・2

1・2

十・2

十

十

3・3

十

　．

1・2

　0

1・2

十・2

　●

5・5

o

　●

2・2

1・2

十

十・2

十

1・2

　●

1・2

2・3

1・2

　・

●

十

出現1回の種A里so　in　62：Sα‘‘κ‘鷹εgrαイヌコリヤナギエ・1，みr疏rακoη厄＄p‘伽sコブナグサ　1・2，

　乙配ゴωピgごα（海。昆rrθηsヒレタゴボウ　1・2，　Ec／乙翻ocん♂oαcrαs－gα♂ご‘v．　cαμ（1砿αケイヌビエ＋，ム説4θrπ‘α

　4μう‘αアメリカアゼナ十，Rαπ琵πc認μs　cα漉。π‘θπsごsケキッネノボタン十，　in　56：Poごygoπωη↓s‘εわ。♂dl‘1

　アキノウナギッカミ　1・2，κ）覗読gαgrαc認加ταヒメクグ1・2，五）μcんεsηεαcんr）’sαηぬαヘビイチゴ十・2，

　H：y4roco砂Zθ侃αr読醜αノチドメ＋，　Ar詑η↓ごsぬpr語。ξpsヨモギ＋，　in　5：Asεεr　s訪厩α如sホウキギ

　ク　1・2，Po詑鷹‘〃α1己Zε）ノη‘απαオヘビイチゴ十・2，　Dごg詫α擁αα（兆ceπdθηsメヒシバ十・2，　Cんθηopo（1如m

　α醜δro部。‘oiθsケアリタソウ十・2，孟ηzわrosごααr紹瓶‘sごαげ。♂‘αブタクサ十，ノ1規わrosごαごrびご（1αオオブ

　タクサ十，．4πθ‘Zθηzαんθ‘sαんイボクサ十，Soπeんμso♂θrαcεμsノゲシ十，　Mε雄ρ狛蛎sノ（4）oπ‘cαガガイ

　モ十，Mos‘αp昆rzc鶴♂α‘αイヌコウジュ1・2，　Rosα1γLωあヴ♂orαノイバラ十・2．
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表葉2．ヒョウタンゴケ群落（○）

Table　12．　F甑α磁んygro粥孟r‘cαcOmmun圭ty

Releve　no．

Releve　size

Height　of　vegetatiGn

Cover；herb　layer

　　　　　moss　layer

NQ．　of　species

調査番号

講査面積（㎡）

植生高（cm）

草1本層植被率（％）

コケ層植被率（％）

出現種数

71

　9

20

30

60

17

72

　9

20

30

60

16

Differential　species

　出π碗α妙grαπε孟r‘oα

Companio登s
　Pσ♂”090πル9ακ

　RO1〔どPρα∠sZαπ4εCα

　E9μご8（9ご昆ηταroθηsg

　Cyρθrκs　gZoわosμs

　Fどητと）r‘SめノあSS（7ωαrrOSα

　rαrαりじαcμητ（ソアご。説α♂θ

　〆IS孟εrsαわμごα乙μS

　7）四んααμsケα石s

　Cんθπopo（メご召ηzαηzわrosご。ご4θs

　SOノτ0んαSα母）θr

群落区分種

　ヒョウタンゴケ

随伴種
　ヒエガエリ

　スカシタゴボウ

　スギナ

　アゼガヤツリ

　アゼテンツキ

　セイヨウタンポポ

　ホウキギク

　ヒメガマ

　ケアリタソウ

　オニノゲシ

4・4

3・3

！・2

十・2

十・2

十・2

十

十

十

十

4・4

2・2

十・2

＋・2

十

十

十

十

十

十

十

出現ユ回の種Also　in　711Uθroη6cααη4認碗αカワヂシャ1・2，　C加πopo4砒濡g♂αμ侃ηzウラジロアカザ

　1・2，飛α几ωπoω如ssc♂θrα伽εタガラシ十・2，0θηαη洗θノαひα読。αセリ÷・2，Cッpθrμs　8αηgぬπo♂θπ旗s

　カワラスガナ＋，Pんrαg況訪θsα昆s‘rα♂おヨシ＋，　in　72：五lr‘gθroηρん泥α（加如屠。ω8ハルジオン　ユ・2，

　Cαr（∫αηz説ε刀εκαosαタネツケバナ＋，　G！雄ρんα麗㏄ηz（ガ加θハノ・コグサ＋，ノ1襯αrα撹んμ8ρα旗如sホソ

　アオゲイトウ　＋，E～θμs読θ加ど（たαオヒシバ十．
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表13．植物群落の総合常在度表

Table　13．　SynoPもic　tab圭e　of　plant　cornmunities．

　1（A）：ミゾソバ群落　2（B，C）：オオクサキビ群落　3（D）：アゼガヤツリ群落　4（E）：ツルマメ群落

　5（F）：クサヨシ群落　6（G，H）：タコノアシ群落　7（1，」，K）：サンカクイ群落　8（L）：ヒメガマ群

　落　9（M）：セイタカアワダチソウ群落　　10（N）：タチヤナギ群落

　1（A）：Po♂）壇。肥ηz診勧酌θrg琵comm，2（B，C）：Pαηご。αηz　dご。んσご。ητ彰orμ規comm．3（D）：C）｛ρε彫s

　g♂oわosμs　comm．4（E）：αッ。読εηzακsubsp．　soノαcQ茎nln．　5（F）：PんαZαrぎsαr醐ゴ尻αcθαcomm，

　6（G，雛）：P飢漉。彫ητcん‘η飢sθcomm，7（1訊K：）：Sψp召s診r6g麗診θr　cOmm．8（L）：7）7）んααμsオrα♂どs

　comm．9（M）＝So磁αgo疏ごss‘肌αcomm．10（N）：SαZ㍍sμ励αg読s　colnm．

Comrnunity　no．

Sub－community　no．

No．　of　releve

群落番考：

群落区分番号

調査区数：

！　　2　　3　4　5　　6　　　7

A　BC　D　E　F　GH　IJK
5　93　8　4　5　53　645

8　9　10

L　M　N
3　5　4

Di蜜ferential　species

　PQ♂二ygOπ乙↓7γL孟んμηうθrg琵

P磁。ω襯砒ん。め畷μorμノη

　Ce7τ診ゆα♂α1πごη‘η？．α

　ゐご！τゴθrπどα（ノμδどα

ゐご雇θ囲αprocμηzbθπs

　Ror加PαごsZαη（メ‘0α

君磁πo翻。αc侃s－9αどzご

　　var．pr磁00♂α

Mα範sノ（箋poπご。ω8

　Fど況わr‘3リノ♂ど3ηzご♂ごαoθα

　c）脚rμs碗加r而s

　Cyρθ彫s　1厩croご磁

　c：ソPθ彫s‘磁

　c：ypθrμs　g励os召s

Fご1γめr‘s山頭sひθ傭α

　o塑θr召ε！zαooぢゴμ8

捌θOCんαr‘Sツ0んOSCεηSごS

FどητわrごS娚‘sdごCん0‘0π乙α

　Gらノ。〃乙εητακssp．　soノα

　LO♂ご乙↓ηZητα髭び♂orωηZ

　Pんα♂αr‘sαrω73（ゼごηα（〕eα

　Peπ孟んorωητCんごπθηSθ

　Soごη）μsヶの昆e孟θr

J槻CμS‘瀞SμSV．ゴθCεPぎεηS

　／1♂ごsηzαcαηα♂ご。ひzαごαητ

　乃pんαorご翻α♂‘s

Pんrα9加古θsα臨rα♂‘s

　Oeηαη孟んθノαびαηご。α

　Pαθη瓦∬αたZのノ航απα

　7：ソρんαωsケ副s

Pα卿α如規翻α孟α砒襯

鴻grosごεsα始α

P♂α鷹αgoαsご傭。α

痴ホθ煽s‘αρ伽。θps

へ　　　　　　　　　　　　　　ロ

ミソソバ

オオクサキビ

トキンソウ

ァメリカアゼナ

アゼナ

スカシタゴボゥ

イヌビェ

トキワハゼ

ヒデリコ

タマガヤツリ

カヤツリグサ

コゴメガ’ヤッリ

ァゼガヤツリ

メアゼテンッキ

ヒナガヤツリ

マツバイ

テンツキ

ッルマメ

ネズミムギ

クサヨシ

タコノアシ

サンカクイ

イ

ヘラオモダカ

コガマ

ヨシ

セ弓

オヘビイチゴ

ヒメガマ

シマスズメノヒエ

コヌカグサ

オオバコ

ヨモギ

V

o

I

・

o

．

●

．

1
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●

o

●

o

o

o

w
I

I

o

●
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●

●
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9
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B漉ηS加魔OSα
EψμαprOS孟r磁
sα麗κ8砿妙α9湿ごs

五奴オω∠9‘α（1θc㏄rrθ1zs

アメリカセンダングサ

タカサブロゥ

タチヤナギ

ヒレタゴボウ

B
I

I

．

IV　2

1V　3

1・

V3

訂
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3

1
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．

H
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ゑs亡er　sp．

EcんごπOCん♂0αcrμS－9αμど

　V．Cαμゴα孟α

PO♂）ノgorz昆ηZ♂磁ρα仇ゲ0♂謡ηZ

V「eroπ‘Cα㏄死（オ㏄‘α亡α

ル漉rακoπ傭ρ娩s

PO♂）ノgOημηZんyゴropゆθr

So♂認αgoα髭δssごηLα

MOSごα（オごαη乙んεrα
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